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歴
代
東
部
支
部
長
の
功
績
を

引
き
継
ぎ
支
部
の
発
展
に
努
力

明
治
大
学
校
友
会
　
千
葉
県
東
部

　
　
　
　
支
部
長
　
石
田　

日
出
夫

定時総会（令和元年11月17日）の参加者

定時総会の様子

応援団と校歌斉唱

石田東部支部長　

支部長
あいさつ

校
友
の
皆
様
に
は
、益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
は
、格
別
の
ご
厚
誼
を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

こ
の
た
び
、昨
年
11
月
の
東
部
支
部
総
会
に
お
き

ま
し
て
、小
関
道
生
東
部
支
部
長
の
後
任
を
拝
命
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
な
が
ら
歴
代
東
部
支

部
長
の
ご
功
績
を

汚
す
こ
と
の
な
き

よ
う
努
力
す
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
校
友
皆
様

の
格
別
な
る
ご
指

導
、
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
秋
の
第
55
回
全
国
校
友
千
葉
大
会
は
、

小
関
前
東
部
支
部
長
、前
田
勝
己
西
部
支
部
長
を
中

心
に
関
係
役
員
皆
様
の
長
年
に
わ
た
る
ご
苦
労
を
経

て
、大
成
功
に
終
え
ら
れ
、深
く
敬
意
を
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。
そ
の
後
、昨
年
の
12
月
7
日
の
全
国

校
友
支
部
長
会
議
に
お
い
て
、前
田
西
部
支
部
長
と

共
に
、千
葉
大
会
へ
の
協
力
に
対
す
る
御
礼
を
述
べ
、

さ
ら
に
今
年
2
月
22
日
の
全
国
支
部
長
幹
事
長
会
議

に
お
き
ま
し
て
前
田
西
部
支
部
長
か
ら
大
会
の
会
計

報
告
を
行
い
、無
事
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、大
会
は
一
区
切
り
つ
い
た
も
の
の
、大
会

直
前
に
椎
名
茂
樹
前
名
誉
支
部
長
が
ご
逝
去
さ
れ
た

こ
と
は
、極
め
て
残
念
で
あ
り
、ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

当
支
部
の
そ
の
後
の
行
事
と
し
て
、3
月
1
日
に

予
定
し
た
令
和
2
年
新
春
賀
詞
交
歓
会
は
、新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、役
員
で
協
議
し
た

結
果
、難
し
い
判
断
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、中
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
述
の
全
国
支
部
長
幹
事
長
会
議
で
北
野
大
校
友

会
長
は
、戦
前
に
活
躍
し
た
物
理
学
者
で
あ
り
、随

筆
家
の
寺
田
寅
彦
の
言
葉
を
引
用
し
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て「
も
の
を
こ
わ
が
ら
な
過
ぎ
た

り
、こ
わ
が
り
過
ぎ
た
り
す
る
の
は
、や
さ
し
い
が
、

正
当
に
こ
わ
が
る
こ
と
は
、な
か
な
か
む
つ
か
し
い
」

と
の
こ
と
で
し
た
。
会
長
は「
も
の
」が
見
え
な
い
と

「
正
し
く
こ
わ
が
る
」難
し
さ
が
あ
る
と
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

校
友
の
皆
様
に
は
、今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

あいさつする石田日出夫東部支部長
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第55回 明治大学全国校友千葉大会

記 念 式 典

明治はひとつ

全国の校友が一堂に会し交流

大会旗入場（旗手：荒井信久・元野球部監督）

万歳三唱（前列左から北野大・校友会会長、柳谷孝・理事長）

オープニング（グリークラブ、グリークラブOB会合唱団）

令和元年 10月6日（日） 
第1部　記念式典　
第2部　記念講演　幕張メッセ
第3部　懇 親 会　ホテルニューオータニ幕張
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歓迎のご挨拶

（小関道生・実行委員長）

大会会長挨拶

（北野大・校友会会長）

校友会および大学役員 開会宣言（林威樹・実行委員会事務局長）

記念講演

（鳥塚亮・いすみ鉄道前社長）

祝辞（柳谷孝・理事長）

来賓祝辞

（熊谷俊人・千葉市長）

祝辞（土屋恵一郎・学長）

　

先
般
の
全
国
校
友
千
葉
大
会
が
盛
大
に

執
り
行
わ
れ
た
こ
と
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
小
関
支
部

長
、
前
田
支
部
長
を
は
じ
め
、
千
葉
県
東

部
支
部
・
西
部
支
部
の
皆
様
の
御
尽
力
の

賜
物
で
あ
り
ま
す
。
台
風
の
深
い
爪
痕
が

残
る
な
か
、
お
よ
そ
１
６
０
０
名
も
の
校

友
が
千
葉
に
集
結
し
、
さ
ぞ
か
し
、
ご
苦

労
は
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す
。
支
部
の
皆

様
に
も
盛
会
の
御
礼
を
お
伝
え
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
森
田
千
葉
県
知
事
か
ら
は
ビ
デ

オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
賜
り
、
ま
た
、
熊
谷
千

葉
市
長
に
は
記
念
式
典
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
、
千
葉
の
教
育
に
対
す
る
熱
心
な
姿
勢

を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
立
大
学
で
は
約
四
割
が
定
員

割
れ
し
、
一
段
と
淘
汰
が
進
む
厳
し
い
時

代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
〝明
治
は
ひ
と

つ
〟
、
校
友
会
は
法
人
・
教
職
員
・
学
生

及
び
父
母
会
と
手
を
取
り
合
い
、
母
校
明

治
大
学
に
何
を
支
援
で
き
る
か
と
い
う
視

点
に
立
っ
て
、
大
学
の
発
展
に
寄
与
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
千
葉
県
東
部
支

部
、
西
部
支
部
の
ご
発
展
を
心
か
ら
祈
念

致
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
ご
指
導

ご
鞭
撻
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

あいさつ
明治大学校友会　会長　北 野　 大

〝明治はひとつ〟みんなと
手を取り合い母校発展に
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ば
な
ら
ぬ
状
況
で
あ
り
ま
す
。
校
友
皆
様
は
い

か
が
お
過
ご
し
で
す
か
、
ど
う
か
御
身
お
大
事

に
健
康
に
御
留
意
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
昨
年
の
第
55
回
明
治
大
学
全
国
校
友

千
葉
大
会
開
催
に
際
し
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご

支
援
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
台
風
激
甚
災
害
が
続
く
中
、
千
葉
県
に
お

き
ま
し
て
台
風
15
号
に
よ
る
大
規
模
停
電
、
断

水
・
家
屋
倒
壊
等
、
災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興

作
業
途
中
の
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
、
お
蔭
を

も
ち
ま
し
て「
前
夜
祭
」・「
大
会
」を
通
じ
国
内

外
支
部
か
ら
延
べ
１
６
０
０
余
名
の
ご
参
加
を

　

敬
愛
な
る
校
友
皆
様　

時
下
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
は
校
友
会
活
動
に
格
別
の
ご
厚
誼
ご
支

援
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

さ
て
、
年
が
明
け
、
当
支
部
で
は
賀
詞
交
歓

会
を
実
施
す
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
で
や
む
な

く
集
会
を
中
止
と
し
ま
し
た
が
、
今
や
世
界
中

に
感
染
が
広
ま
り
、
世
界
中
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

状
況
に
な
り
、
中
国
、
イ
タ
リ
ア
、
米
国
、
日

本
国
内
の
み
な
ら
ず
、
千
葉
県
に
お
い
て
も
感

染
者
が
発
生
し
て
お
り
、
外
出
の
自
粛
を
せ
ね

得
て
、
幸
い
天
候
に
も
恵
ま
れ
盛
会
裡
に
開
催

出
来
ま
し
た
上
無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
校
友
は
じ
め
関
係
各
位
の

格
別
の
お
力
添
え
の
賜
物
と
重
ね
て
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
北
野
校
友
会
長
は
じ
め
柳
谷

理
事
長
か
ら
も
大
盛
況
の
う
ち
終
え
ら
れ
た
こ

と
に
御
礼
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治
大

学
の
発
展
に
大
い
に
寄
与
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
と
い
う
先
の
見
え
ぬ
ウ
イ

ル
ス
と
の
闘
い
で
あ
り
ま
す
が
、
校
友
皆
様
に

は
健
康
に
留
意
さ
れ
益
々
の
ご
健
勝
ご
活
躍
を

心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
い
さ
つ

台
風
被
害
の
復
旧
・
復
興
が

　
　
続
く
中
で
の
大
会
成
功
に
感
謝

明
治
大
学
校
友
会 

千
葉
県
東
部
支
部 

名
誉
支
部
長

第
55
回
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会
実
行
委
員
長　

小
関
　
道
生

大会を盛り上げたキャラクター

（左からチーバくん、千葉シティ5BEACH観光PR大使、めいじろう）

記念式典会場（幕張メッセ国際会議場）

鳥塚氏の記念講演に耳を傾ける参加者ら

記念式典の司会（左から高畑百合子、渡辺正行）
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旧交を温め“明治はひとつ”
第55回 明治大学全国校友千葉大会

懇 親 会

歓迎のご挨拶

（前田勝己・実行委員会会長）

乾杯（北野大・校友会会長）鏡開き

懇親会（ホテルニューオータニ幕張）

アトラクション（マンドリン俱楽部、指揮：甲斐靖文）

　

こ
の
た
び
の
校
友
大
会
で
は
、
大
変
お
心
の
こ
も

っ
た
お
も
て
な
し
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
美
味
し
い
料
理
や
お
酒
を
堪
能
い
た
し
、
本
学

役
員
・
教
職
員
一
同
と
て
も
楽
し
く
思
い
出
深
い
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
古
賀
先
生
ゆ
か
り

の
ご
当
地
ソ
ン
グ
や
マ
ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
と
竹
島
宏

様
と
の
贅
沢
な
明
大
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
に
加
え
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー

や
力
強
い
銚
子
は
ね
太
鼓
を
目
の
前
で
拝
見
で
き
、

大
い
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。
こ
う
し
て
大
盛
況
の

う
ち
に
終
え
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
ひ
と
え
に
小
関
支

部
長
を
は
じ
め
、
千
葉
大
会
実
行
委
員
会
の
皆
様
方

の
ご
尽
力
の
賜
物
と
存
じ
ま
す
。
支
部
の
皆
様
方
に

も
盛
会
の
御
礼
を
お
伝
え
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
甚

で
す
。

　

末
筆
と
な
り
ま
す
が
、
校
友
会
千
葉
県
東
部
支
部

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
引
き
続
き
本
学
へ
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
い
さ
つ

心
の
こ
も
っ
た
も
て
な
し
と

思
い
出
深
い
ひ
と
と
き
に
感
激

学
校
法
人 

明
治
大
学 

理
事
長　

柳
谷
　
孝
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アトラクション（マグロ解体ショー）

校歌斉唱（吉田耕太郎・東部支部幹事長）

校歌斉唱

校歌斉唱

次年度開催県アピール

（香川県支部の皆様）
オープニング

（郷土芸能：高山なおこ他）

アトラクション（高校生ダンスパ
フォーマンス：東京五輪音頭 2020）

アトラクション

（歌：竹島宏）

アトラクション「明大節」（応援団）

アトラクション「スタンツ」（応援団）

アトラクション（銚子はね太鼓）
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支
部
長
　
金
子
　
信
博

　

全
国
校
友
千
葉
大
会「
記
念
ゴ
ル
フ
大
会
」が

10
月
7
日（
月
）、真
名
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
全
国
の
校
友
で
、
県
外
17
名
、
大
学

か
ら
は
土
屋
恵
一
郎
学
長
・
関
根
宏
一
幹
事
他
7

名
、
東
京
19
名
、
千
葉
53
名
総
勢
96
名
の
大
コ
ン

ペ
。

　

優
勝
は
土
橋
敏
雄
氏
（
千
葉
）
グ
ロ
ス
91
、
準

優
勝
は
海
部
静
男
氏
（
長
崎
）
グ
ロ
ス
96
、
3
位

は
鈴
木
利
大
氏
（
大
学
）
グ
ロ
ス
97
。
土
屋
学
長

は
29
位
で
グ
ロ
ス
１
０
０
。
関
根
幹
事
は
31
位
で

グ
ロ
ス
93
。
ち
な
み
に
、
ベ
ス
グ
ロ
は
水
谷
宏
機

氏
（
山
口
）
が
グ
ロ
ス
85
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
は
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
、

紫 紺 ち ば

幹
事
長
　
國
吉
　
晃
甲

　

東
の
小
関
支
部
長
、西
の
前
田
支
部
長
を
中
心

に
東
西
支
部
一
同
の
力
で
、全
国
か
ら
の
校
友
各

位
に
素
晴
ら
し
い
オ
モ
テ
ナ
シ
が
出
来
た
の
で
は

と
感
じ
て
い
ま
す
。
北
野
大
・
校
友
会
長
か
ら
も

『
2
支
部
の
総
力
を
結
集
し
成
功
裏
に
導
い
た
令

和
初
の
大
会
。
今
後
、全
国
大
会
を
誘
致
す
る
地

方
支
部
の
好
事
例
と
な
る
大
会
で
あ
っ
た
』と
絶

賛
の
お
言
葉
も
頂
戴
し
ま
し
た
。

私
自
身
と
し
て
は
、
昔
か
ら
大
フ
ァ
ン
で
あ

っ
た
、
ベ
イ
エ
フ
エ
ム
Ｄ
Ｊ
竹
山
マ
ユ
ミ
さ
ん
と

前
夜
祭
の
司
会
を
担
当
。
大
会
終
了
後
、
私
が
制

作
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
番
組
『
千
葉
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｔ
Ｖ
』
へ
北
野
会
長
、
竹
山
さ
ん
、

基
調
講
演
の
鳥
塚
さ
ん
（
前
い
す
み
鉄
道
社
長
）

に
ご
出
演
頂
き
、
素
敵
な
ご
縁
を
頂
い
た
大
会
で

も
あ
り
ま
し
た
。
関
係
各
位
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　

尚
、『
千
葉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｔ
Ｖ
』は
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ

ｕ
ｂ
ｅ
で
検
索
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
番
組
登
録
も
是
非
、宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

千
葉
地
域
支
部

地
域
支
部
だ
よ
り

四
街
道
地
域
支
部

1
オ
ン
な
し
の
場
合
は（
1
ホ
ー
ル
5
０
０
円
と

し
、通
算
上
限
１
０
０
０
円
）徴
収
し
ま
し
た
。
こ

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
金
10
万
円（
不
足
分
は
会
か
ら

補
助
）を「
明
治
大
学
創
立
１
４
０
周
年
記
念
事

業
募
金
」に
寄
付
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
山
口
　
進

　

3
月
29
日
開
催
予
定
の
「
第
39
回
佐
倉
朝
日

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
～
小
出
義
男
メ
モ
リ
ア
ル

～
」
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
よ
り

中
止
と
な
り
ま
し
た
。
世
界
で
活
躍
す
る
多
く
の

陸
上
選
手
を
育
成
し
た
小
出
義
男
氏
の
メ
モ
リ

ア
ル
大
会
と
し
て
、
全
国
46
都
道
府
県
か
ら
約

１
万
２
９
０
０
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
す
る
予
定

で
あ
り
、
印
旛
地
域
と
し
て
も
最
大
級
の
イ
ベ
ン

ト
で
し
た
が
、「
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
と
の
タ
イ
ト

ル
の
趣
旨
も
考
慮
し
な
が
ら
、
主
催
の
佐
倉
市
そ

し
て
大
会
関
係
者
の
皆
さ
ん
も
苦
渋
の
決
断
を
さ

れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は

い
つ
ま
で
続
き
、
ど
こ
ま
で
拡
大
し
て
い
く
の
か

全
世
界
を
不
安
に
陥
れ
て
い
ま
す
。
各
方
面
か
ら

対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
我
が
身
を
守
る

基
本
的
な
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
一
般
に
免
疫

力
を
高
め
る
こ
と
が
こ
う
し
た
感
染
症
か
ら
身
を

守
る
に
は
重
要
と
い
わ
れ
ま
す
。
免
疫
力
は
次
の

こ
と
に
よ
り
維
持
・
向
上
が
可
能
だ
そ
う
で
す
。

腸
内
環
境
を
整
え
る
食
事
、
十
分
な
睡
眠
、
体
温

を
上
げ
る
運
動
、
そ
し
て
笑
顔
。
20
歳
を
超
え
る

と
免
疫
力
は
残
念
な
が
ら
落
ち
て
い
き
ま
す
。
食

事
、
睡
眠
、
運
動
、
笑
顔
、
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ど

ん
な
時
に
も
心
掛
け
た
い
も
の
で
す
。

印
旛
地
域
支
部
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方
が
参
加
し
て
い
た
だ
き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

9
月
12
日
の
六
旗
の
会
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
は
台
風

の
影
響
で
残
念
な
が
ら
中
止
と
な
っ
た
の
は
残
念

な
こ
と
で
し
た
。

　

10
月
5
日
～
8
日
ま
で
行
わ
れ
た
明
治
大
学
全

国
校
友
千
葉
大
会
は
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
で
無

事
終
了
い
た
し
ま
し
た
こ
と
は
喜
ば
し
い
こ
と
で

す
。

　

特
に
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
成
田
に
バ
ス

2
台
約
１
０
０
名
近
い
お
客
様
が
お
い
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
当
地
域
支
部
の
メ
ン
バ
ー
数
人
に
お

出
迎
い
た
だ
き
、
成
田
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布

又
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
等
の
お
手
配
有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

年
が
明
け
て
、
1
月
25
日
の
新
年
会
を
も
っ
て

本
年
度
の
事
業
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

次
年
度
も
会
員
の
拡
大
を
第
一
の
テ
ー
マ
に
会

を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

支
部
長
　
北
澤
　
文
男

　

こ
の
春
先
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
騒
ぎ
で
世

の
中
が
右
往
左
往
す
る
中
、
種
々
イ
ベ
ン
ト
や
大

会
な
ど
中
止
ま
た
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
昨
年
は
第
55
回
明
治
大
学
全
国
校
友
千
葉
大
会

が
10
月
幕
張
メ
ッ
セ
で
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

習
志
野
地
域
支
部
で
は
毎
年
の
よ
う
に
「
明
大
マ

ン
ド
リ
ン
倶
楽
部
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
て
お
り
、
今
年
も
５
月
30
日
（
土
）
に
17

回
目
を
迎
え
る
予
定
で
お
り
ま
し
た
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
に
お
い
て
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
く
な

り
、
誠
に
残
念
な
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
に

向
け
準
備
を
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

申
し
遅
れ
ま
し
た
、
わ
た
く
し
今
年
度
よ
り
習

志
野
地
域
支
部
支
部
長
の
大
役
を
仰
せ
つ
か
り
ま

し
た
北
澤
文
男
（
昭
和
37
年
度
工
学
部
卒
）
と
申

し
ま
す
。
未
熟
者
で
何
も
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
皆

さ
ま
の
ご
指
導
の
下
、
一
生
懸
命
務
め
さ
せ
て
頂

く
所
存
で
す
。
皆
様
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

紫 紺 ち ば

海
岸
の
九
十
九
里
浜
の
中
央
部
に
あ
り
太
平
洋
に

面
し
て
い
ま
す
。
風
光
明
媚
な
処
で
す
の
で
機
会

が
あ
れ
ば
お
訪
ね
く
だ
さ
い
。

　

年
々
、校
友
会
の
活
動
が
難
し
く
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
が
、今
後
の
人
口
減
少
や
地
域
の
変
化

を
考
え
る
と
広
域
的
エ
リ
ア
で
の
活
動
が
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
更
に
、今
回
の
全
国
大
会
を

契
機
に
東
西
支
部
の
交
流
を
密
に
し
て
い
け
た
ら

と
も
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
幹
事
長
　
元
吉
　
昭
夫

　

全
国
校
友
千
葉
大
会
が
校
友
の
協
力
で
開
催
さ

れ
、
当
支
部
も
鵜
澤
總
明
博
士
頌
徳
碑
ツ
ア
ー
と

記
念
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
で
多
少
、
協
力
で
き
た
か
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
の
台
風
は
各
地
に
大
変
な
被

害
を
も
た
ら
し
、
当
支
部
地
域
も
目
を
疑
う
よ
う

な
光
景
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
発
生
し
ま
し
た
。
皆

様
か
ら
お
見
舞
や
励
ま
し
の
言
葉
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

支
部
長
　
小
川
　
賢　
　
　

　

令
和
元
年
度
の
事
業
は
５
月
25
日
の
総
会
か
ら

始
ま
り
ま
し
た
。

　

１
週
間
後
の
６
月
２
日
に
行
わ
れ
る
成
田
ラ
グ

ビ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
明
治
大
学
対
帝
京
大
学

の
試
合
の
Ｐ
Ｒ
も
あ
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
若
い
方
が
2
名
ほ
ど
総
会
に
参
加
し

て
い
た
だ
い
た
の
は
有
難
い
こ
と
で
し
た
。

　

8
月
18
日
の
納
涼
会
に
は
、
多
数
の
ご
家
族
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
幹
事
長
　
植
松
　
憲
一

　

昨
年
の
10
月
に
開
催
さ
れ
た
全
国
校
友
大
会

は
、盛
大
に
そ
し
て
無
事
に
閉
幕
す
る
こ
と
が
で

き
大
変
う
れ
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。
千
葉
の
東

西
の
校
友
の
思
い
が
見
事
に
表
現
さ
れ
た
大
会
で

し
た
。
そ
ん
な
達
成
感
と
脱
力
感
の
混
じ
り
合
う

中
で
、我
が
地
域
支
部
の
名
称
等
に
つ
い
て
少
し

述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

た
ま
に
、
山
武
地
域
支
部
の
読
み
方
は
、「
さ

ん
ぶ
」
な
の
か
「
さ
ん
む
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
現
在
、
千
葉
県
東
部
支
部
に
は
11

の
地
域
支
部
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
呼
称
は
単
独

の
市
の
名
前
の
も
の
と
広
域
的
エ
リ
ア
（
群
の
単

位
）の
も
の
が
あ
り
ま
す
。我
が
地
域
支
部
は
、「
山

武
市
」
が
所
在
す
る
も
の
の
山
武
郡
の
広
域
的
エ

リ
ア
を
範
囲
と
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
エ
リ
ア
に
は
東
金
市
、
山
武
市
、
大
網
白

里
市
、
九
十
九
里
町
、
横
芝
光
町
、
芝
山
町
の
６

市
町
が
あ
り
ま
す
が
、
山
武
市
と
横
芝
光
町
は
平

成
18
年
の
「
平
成
の
大
合
併
」
に
よ
り
誕
生
し
た

も
の
で
す
。
合
併
以
前
の
呼
び
方
は
「
さ
ん
ぶ
」

で
し
た
が
、
新
し
い
市
の
発
足
に
際
し
検
討
が
な

さ
れ
、
古
来
の
武
社
国
造
、
武
射
郡
の
読
み
方

の
「
む
さ
」
を
受
け
継
い
だ
「
さ
ん
む
」
の
方
が

古
い
歴
史
的
な
も
の
で
あ
る
と
の
こ
と
で
採
用
さ

れ
、
今
で
は
郡
も
市
も
「
さ
ん
む
」
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

山
武
地
域
は
、
千
葉
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、

都
心
か
ら
60
～
70
キ
ロ
圏
内
に
あ
り
一
応
東
京
都

市
圏
内
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
九
十
九
里
平
野
の

中
で
成
田
国
際
空
港
に
接
し
、
日
本
有
数
の
砂
浜

成
田
地
域
支
部

茂
原
地
域
支
部

山
武
地
域
支
部

習
志
野
地
域
支
部
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副
支
部
長
　
倉
田
　
光
多　
　

　

八
千
代
市
で
活
動
し
て
い
る
大
学
の
Ｏ
Ｂ
会
、

明
治
、
早
稲
田
、
慶
応
の
3
校
は
、
交
流
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催
し
て
い
る
。
第
１

回
大
会
は
平
成
13
年
11
月
16
日
に
八
千
代
パ
ブ
リ

ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
で
し
た
。

　

元
号
が
変
わ
っ
た
令
和
元
年
は
、
10
月
10
日
総

武
カ
ン
ト
リ
ー
印
旛
コ
ー
ス
で
第
19
回
目
を
開
催

し
た
。
当
日
の
天
候
は
快
晴
。
午
前
８
時
に
今
年

の
幹
事
校
早
稲
田
稲
門
会
会
長
か
ら
開
会
宣
言
が

あ
り
、
ア
ウ
ト
コ
ー
ス
と
イ
ン
コ
ー
ス
に
別
れ
て

29
人
の
各
校
メ
ン
バ
ー
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

試
合
の
形
式
は
個
人
賞
の
他
に
団
体
戦
を
表
彰

す
る
。
団
体
戦
は
各
校
上
位
５
人
の
ス
コ
ア
合
計

点
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
を
決
め
る
。
ス
コ
ア
の
計
算

は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
ネ
ッ
ト
ス
コ
ア
と
す
る
。

　

ゴ
ル
フ
の
プ
レ
イ
後
は
一
旦
解
散
し
、
午
後
６

時
か
ら
八
千
代
台
駅
前
の
エ
ル
ム
会
場
へ
集
合
し

て
懇
親
会
兼
ね
表
彰
を
行
っ
た
。
今
回
の
団
体
戦

の
結
果
は
、優
勝
は
早
稲
田
チ
ー
ム（
３
６
６
点
）、

準
優
勝
慶
応
チ
ー
ム
（
３
７
２
点
）、
第
3
位
明

治
チ
ー
ム
（
３
９
０
点
）
で
し
た
。
次
回
は
第
20

回
メ
モ
リ
ア
ル
大
会
。
我
が
明
治
チ
ー
ム
の
活
躍

に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
支
部
長
　
辰
野
　
利
文

昨
年
の
第
55
回
全
国
校
友
千
葉
大
会
は
、
素

晴
ら
し
い
内
容
と
規
模
で
無
事
に
終
了
し
ま
し

た
。当

地
域
支
部
か
ら
は
、
平
野
有
秋
元
地
域
支

部
長
、
礒
貝
芳
弘
前
地
域
支
部
長
を
は
じ
め
、
10

名
が
参
加
し
、
多
彩
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
き
め
細
か

い
運
営
に
感
嘆
す
る
ば
か
り
で
し
た
。

東
西
両
支
部
の
合
同
に
よ
る
大
会
開
催
に
向

け
て
数
年
に
わ
た
る
準
備
と
大
会
当
日
の
関
係
役

員
の
ご
苦
労
に
深
く
感
謝
と
敬
意
を
申
し
上
げ
ま

す
。そ

の
後
、
当
地
域
支
部
の
活
動
と
し
て
、
本

校
の
Ｏ
Ｂ
が
参
加
し
て
い
る
恒
例
の
千
葉
ロ
ッ
テ

マ
リ
ー
ン
ズ
鴨
川
秋
季
キ
ャ
ン
プ
や
マ
ン
ド
リ
ン

倶
楽
部
の
合
宿
等
へ
激
励
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
た
び
、
石
田
地
域
支
部
長
が
東
部
支
部

長
に
就
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
地
域
支

部
に
と
り
ま
し
て
も
大
変
光
栄
な
こ
と
で
あ
り
、

後
任
の
地
域
支
部
長
は
、
私
が
拝
命
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
の
で
、関
係
各
位
の
更
な
る
ご
支
援
、

ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

鴨
川
地
域
支
部

八
千
代
地
域
支
部
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明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長四

街
道
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

農
学
部
卒

金
子
信
博

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長千

葉
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
32
年　

商
学
部
卒

新
城
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

支
部
長

前
鴨
川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

政
経
学
部
卒

石
田
日
出
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長山

武
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

経
営
学
部
卒

行
木　

静

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長茂

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
36
年　

商
学
部
卒

横
堀
喜
六

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長木

更
津
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
47
年　

工
学
部
卒

棚
倉
英
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長習

志
野
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
37
年　

工
学
部
卒

北
澤
文
男

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長成

田
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
35
年　

政
経
学
部
卒

小
川　

賢

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長印

旛
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
28
年　

農
学
部
卒

山
口　

進

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長市

原
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
45
年　

法
学
部
卒

市
河
素
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長八

千
代
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
42
年　

工
学
部
卒

北
川
宏
一

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長地

域
支
部
設
立
担
当

昭
和
46
年　

政
経
学
部
卒

植
松
憲
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

習
志
野
地
域
支
部
顧
問

昭
和
33
年　

商
学
部
卒

深
山
正
幸

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

監
査
委
員

千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
32
年　

法
学
部
卒

名
取 

始

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

名
誉
支
部
長

千
葉
地
域
支
部
名
誉
支
部
長

昭
和
40
年　

経
営
学
部
卒

小
関
道
生

明
治
大
学
校
友
会

　

千
葉
県
東
部
支
部

副
支
部
長鴨

川
地
域
支
部
支
部
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

辰
野
利
文

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問千
葉
地
域
支
部
顧
問

昭
和
40
年　

農
学
部
卒

伊
藤
博
陽
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明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部

平
成
26
年　

情
報
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
卒

厚
畑　

亘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
幹
事

平
成
3
年　

文
学
部
卒

向
後
恵
里

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
44
年　

政
経
学
部
卒

行
徳
正
雄

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事茂
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
41
年　

農
学
部
卒

元
吉
昭
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事四
街
道
地
域
支
部
幹
事

昭
和
53
年　

政
経
学
部
卒

佐
渡　

斉

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事木
更
津
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

商
学
部
卒

池
田
哲
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

習
志
野
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
47
年　

法
学
部
卒

卯
木
良
和

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
63
年　

経
営
学
部
卒

関
口
勝
裕

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
60
年　

商
学
部
卒

関
根
洋
一

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
57
年　

文
学
部
卒

矢
嶋
ま
ゆ
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事千
葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
61
年　

法
学
部
卒

遠
山　

出

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

短
大
法
学
部
卒

菖
蒲　

小
百
合

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事市
原
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
52
年　

法
学
部
卒

高
橋
秀
彦

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

常
任
幹
事

千
葉
地
域
支
部
会
計
幹
事

昭
和
42
年　

経
営
学
部
卒

蛭
田　

昇

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
61
年　

工
学
部
卒

国
吉
晃
甲

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

副
幹
事
長

千
葉
地
域
支
部
副
支
部
長

昭
和
43
年　

文
学
部
卒

小
池
孔
子

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹
事
長千

葉
地
域
支
部
監
査
委
員

昭
和
63
年　

政
経
学
部
卒

林　

威
樹

明
治
大
学
校
友
会

　
 

千
葉
県
東
部
支
部

顧　

問千
葉
地
域
支
部
幹
事

昭
和
49
年　

商
学
部
卒

吉
田　

耕
太
郎

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事印
旛
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
54
年　

政
経
学
部
卒

岩
崎
良
信

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事

昭
和
52
年　

商
学
部
卒

藤
崎
政
弘

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事八
千
代
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
43
年　

商
学
部
卒

伊
藤
慶
久

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事鴨
川
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
55
年　

政
経
学
部
卒

山
口
純
市

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事習
志
野
地
域
支
部
幹
事

昭
和
58
年　

法
学
部
卒

近
藤
一
夫

明
治
大
学
校
友
会

　

 

千
葉
県
東
部
支
部

幹　

事成
田
地
域
支
部
幹
事
長

昭
和
46
年　

法
学
部
卒

宮
田
明
俊
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収入の部
科目 増減額

Ⅰ本部よりの助成金収入 1,516,914

　1　支部総会開催通知費 946,914

　2　支部総会会場費 200,000

　3　支部運営助成費 370,000

Ⅱ支部会費収入 700,000

　1　支部総会収入 700,000

Ⅲ事業収入 835,000

　1　賀詞交歓会収入 680,000

　2　広報紙広告収入 155,000

Ⅳ果実収入 7

　1　預金利息 7

収入計 3,051,919

前年度繰越額 1,217,299

合計 4,269,218

支出の部
科目 増減額

Ⅰ事業費 1,159,838

　１　その他事業費 1,008,428

　　（1）賀詞交歓会費 830,708

　　（2）公開講座費用 177,720

　２　地域支部交流費 151,410

Ⅱ広報費 145,800

　1　支部会報発行費 145,800

Ⅲ運営費 2,147,488

　1　会議費 1,960,665

　　（1）支部総会費 1,659,185

　　　　 総会開催通知費 946,914

　　　　 総会会場費 200,000

　　　　 懇親会費 512,271

　　（2）役員会費 276,460

　　（3）監査委員会費 17,820

　　（4）旅費交通費 7,200

　2　事務費 116,957

　3　慶弔費 36,356

　4　ホームカミング費用 30,000

　5　ホームページ費用 3,510

支出計 3,453,126

当年度収支差額 -401,207

次年度繰越額 816,092

合計 4,269,218

2018年度  決算報告書

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）

（単位：円）

資産の部
科目 当年度 前年度 増減

現預金 316,092 717,299 -401,207

　普通預金 316,092 717,299 -401,207

出資金 500,000 500,000 0

合計 816,092 -401,207

負債・収支差額の部
次年度繰越収支差額 816,092 -401,207

合計 816,092 -401,207

明治大学校友会千葉県東部支部

（単位：円）
貸借対照表

（2019年3月31日現在）

収支計算書
（自2018年4月1日　至2019年3月31日）

※新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、上記定時総会も中止になる場合がございますので、参加頂く場合　
　は必ず事前に上記連絡先にお電話のうえ確認をお願いします。

令和2年6月7日（日）に開催予定でしたが
新型コロナウイルス感染症拡大に伴い会員の皆様の
健康安全を考慮して開催中止とさせて頂きます。

明治大学校友会千葉県東部支部
令和2年度 定時総会

開催中止

明治大学校友会千葉県各地域支部定時総会　（開催日順）

 支部名 開催日時 会場 会費 連絡先
四街道 5月30日（土） 12:00 永華楼飯店 5,000円 043-422-0140（金子）

中  　止  成田、習志野、茂原、千葉、木更津、印旛、山武、鴨川
無期延期  市原
未　  定  八千代

役　　　員 氏　　名 卒年 学部
　名誉支部長 ●小関　道生 40 経営
　支　部　長 ●石田日出夫 42 政経

副支部長

（千葉地域支部長） 　新城　洋一 32 商
（茂原地域支部長） 　横堀　喜六 36 商
（四街道地域支部長）　　 　金子　信博 45 農
（木更津地域支部長） 　棚倉　英雄 47 工
（山武地域支部長） 　行木　　静 37 経営
（印旛地域支部長） 　山口　　進 28 農
（成田地域支部長） 　小川　　賢 35 政経
（習志野地域支部長） ●北澤　文男 37 工
（鴨川地域支部長） ●辰野　利文 54 商
（八千代地域支部長） 　北川　宏一 42 工
（市原地域支部長） 　市河　素夫 45 法
（支部設立）会長推薦代議員 ●植松　憲一 46 政経

幹　事　長 ●林　　威樹 63 政経

副幹事長
（総務・広報）支部長指名代議員 　小池　孔子 43 文
（渉外 ・IT）千葉地域支部幹事長 　国吉　晃甲 61 工

常任幹事

（会計）千葉地域支部 　蛭田　　昇 42 経営
（渉外）習志野地域支部幹事長 　卯木　良和 47 法
（広報）千葉地域支部 ●菖蒲小百合 49 短大法
（渉外）千葉地域支部 　関根　洋一 60 商
（渉外）千葉地域支部 　関口　勝裕 63 経営
（総務）千葉地域支部 ●矢嶋まゆ子 57 文

幹　　事

（会計）千葉地域支部 　遠山　　出 61 法
（広報）千葉地域支部 　厚畑　　亘 H26 情報
（広報）千葉地域支部 　向後　恵里 H3 文
茂原地域支部・幹事長 　元吉　昭夫 41 農
四街道地域支部・幹事長 　行徳　正雄 44 政経
四街道地域支部 　佐渡　　斉 53 政経
木更津地域支部・幹事長 　池田　哲郎 54 商
印旛地域支部・幹事長 　岩崎　良信 54 政経
成田地域支部・幹事長 　宮田　明俊 46 法
成田地域支部 　藤崎　政弘 52 商
習志野地域支部 　近藤　一夫 58 法
鴨川地域支部・幹事長 ●山口　純市 55 政経
八千代地域支部・幹事長 　伊藤　慶久 43 商
市原地域支部・幹事長 　高橋　秀彦 52 法

監査委員
千葉地域支部 　名取　　始 32 法
習志野地域支部 　深山　正幸 33 商

顧　　問
千葉地域支部 ●伊藤　博陽 40 農
千葉地域支部 ●吉田耕太郎 49 商

明治大学校友会千葉県東部支部新役員名簿　●新任

千葉県東部支部顧問（元副会長）

長嶋秀和氏逝去
　千葉県東部支部副会長（四街道地域支部支部長）として会発展に尽力された
長嶋秀和氏が令和２年4月22日に逝去されました。
　享年85歳。心よりご冥福をお祈り申し上げます。

千葉県東部支部名誉支部長（元支部長）

椎名茂樹氏逝去
　平成18年から平成24年までの6年間、千葉県東部支部の支部長として会発展
に尽力された椎名茂樹氏が令和元年9月19日に逝去されました。
　享年83歳。心よりご冥福をお祈り申し上げます。訃  

報


